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1989 年日本財団に入社しボランティア団体の立ち上げや活動支援を行う中、

阪神・淡路大震災より被災地支援での携わりから全国の被災地で救援活動に

従事。現在、日本財団ソーシャルイノベーション本部シニアオフィサー、

ＤＲＴ-ＪＡＰＡＮ（技術系災害ボランティアネットワーク） 主宰、ＮＰＯ

法人国際ボランティア学生協会（ＩＶＵＳＡ） 特別顧問等、幅広く活躍。

北海道札幌市の出身で、東日本大震災直後から宮城県石巻市でボランティア

として活動。移動手段がない高齢者や障害者のために送迎サービスを開始し、

その後石巻市に移り住んで移動支援を続けている。

「暮らしの足」の問題は被災地に限らず誰もが健全な生活を送る上での普遍的

な課題と考え、全国でのノウハウの共有やネットワーク化に取り組んでいる。

1989 年日本財団に入社しボランティア団体の立ち上げや活動支援を行う中、

阪神・淡路大震災より被災地支援に携わる。東日本大震災では現地支援セン

ター責任者として学生によるボランティア活動などを指導・指揮。以降、広

島土砂災害、関東・東北豪雨災害、熊本地震、北海道胆振東部地震など、 被

災地で救援活動に従事。現在、日本財団 ソーシャルイノベーション本部 シ

ニアオフィサー、ＤＲＴ－ＪＡＰＡＮ（技術系災害ボランティアネットワーク

） 主宰、ＮＰＯ法人国際ボランティア学生協会（ＩＶＵＳＡ） 特別顧問　等。
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